
探検・探査 
 

第 10号 

（2003年 11月 1日） 

 
●探検部の現役がポリネシアのツバル国に偵察隊をだしました 

 

●大先輩の大野会長も宮㟢さんも元気です 

 

●OB会の運営は曲がり角に来ています 

 でも、ここを乗り切るために、みんなの知恵を待ってます 

 

●阪神タイガースに関係する仕事をした OBが二人います 

 

●会費を滞納している人は、できる範囲で払ってください 

 

 

横浜市立大学 探検・探査の会 



峰睾1ヽユ畔早

“

獅ゞ諄Z9ヨ奪「醤』『9コF準」「璽Fヽ1■1ヽ鐸」
・7■撃嘗早鮭等畢r ι cp〉母

ヽ■ヨ』著彗彎暉尋冒蜂
=:ビ
e寺oo｀ュγ早車0■

=率
田塁■CattYttZ 6

・YttCa瞑撃｀
99率1ヽ裏畢暉J■●撃■2畔撃ゞHYユ■み｀尋暉角90日Y

Cpユ、1年ヨ普幕Caユ手
=:o中畢嬰
=中
器
｀
■騨田峯暉嬰事略角ギ中薫摯幸¥
畔撃下単黎聯当lif半韓寺夕ι61

(ヽlvrycl■.■

「

、1)士ヨ田塁薔

コト手ヽ
`〉

‐●|〉‐●

}17ヤ事■手一み
=Y

“

事童
`〉

‐●}ヽヽ
=

=:夕■。摯毒ヽヽみつ■1■

鉾身o■r.=Y03
F141‐■〉諄7γ讐鉾

■■|ヽ14=J・R2〉畢IR尋

=:夕告Cpを,9P幸3●4γタ

1ヽly●J!手12.サ準
つ平1ヽ)ヽ手ヽ)‐暑OJ・γを

':ル
|ヽ1嗜警ヽ|〉↓卜

'lR ol■夕
'も

)ヽ‐Tl)球翠
、いtヽl l■‐■

=,lRQヽ
平
‐ヽヽ

ユ●評,は1)199,`みγツ
もヽ平夕

“

Y‖■をRI:‐r
)‐=|、●
`,71,71■

oυ

13●み卜|・11■‐′4姜
ι Cp〉身■薫二:喜はヽ導

C・
。1

夕ヽ■辞=:二Y〕:J・γを

)‐暑。1」■lY■みγを

ιO〉身ヽlR



探検探査の会の活動を思う

会長 大野 正夫

毎年、探検・探査の会の通知を受け取ると、しばらく学生時代の思い出にひ

たる。横浜市大の4年間は、前半は横浜市大の文理学部の存亡に関わる問題が

あり、焼け跡が残る県庁前をデモ行進した。後半は 60年安保紛争に揺れた。

そんな激動の時代に探検部が生まれた。私の4年生の時で、 1962年 であつ

たと思う。それまでは、探査会学生部と言つていた。探査会は生物学科の福島

博先生が 4次南極観測隊の夏隊に参加されて、「戦後が終わつた」と言われて

いた時代で、学術調査の幕開けの時であつた。探査会は福島先生を中心とした

会であり、私が入学した 1959年 に山岳部と合同で知床列島の夏期未踏の半

縦断という探検的色彩の強い事業で、朝日新間の本多勝一氏が、当時、北海道

支社の記者で、我々の探検的調査に加わり、踏査の記録は新聞や週干」誌に掲載

された。その時に参加した学生達が、学生だけのクラブ活動を始めた。その頃

のメンバーは少人数であつたが、元気な連中が多く、商学部の部員は学術調査

のまねごとよりも探検的活動を主張して、現在、香川銀行の取締役をしている

松本君らが、探検部の旗揚げを行つた。探検部になると、急に女子学生が多く

なった記憶がある。

我々の時代の合宿は、いつも下山の頃は食べるものがなくなり、帰路、
「ラ

ーメンを食べたい。天丼が食いたい。ビールを飲むぞ―」と食事の話題が多か

った。しかし、かなり、高尚な人生論などをテントのなかで議論し、夜空を眺

めて「人工衛星だ !」 と騒いだことを思い出す。このような学生時代の探査会、

探検部での体験が、私の後の長い人生に影響を与えていると思 う。

卒業しても、思い出に浸ることのできる機会を与えてくれる「探検・探査の

会」の存在は有 り難い。郵送されてくる現役の活動を記す会報は、さわやかな

気持ちになり、「もうひと踏ん張りするか !」 と、明日を夢みる機会を与えて

くれる。「探検・探査の会」は、細々でもよいから、現役と卒業生をつなぐ糸

であり、卒業生の所在を知らせる情報源であつてほしい。
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★ 闇 そこ 光 る   _― の 眼 が い つ ιず い
8月 4日 (日 )先ずは江別市・野幌森林公園 〔開拓の進んだ札幌周辺にあつて、原始
性に富んだ森林が奇跡的に残されている〕を観察後、国道 27号を東進し、限界になる
はずのエゾマツの上部にダケカンバという植生の日勝峠で日高越え、行く手の十勝平野

はガスの下。まつたくの無駄遣い道東自動車道を通り、ビー ト・ダイズ 。ジャガイモ・

トウキビなどの広がりを裂く長い直線道路、足寄を経て阿寒湖畔へ。

8月 5日 (月 )阿寒湖畔で、アイヌ語で「煮え立つ」という意味の「ボッケ」を観察、
泥津からH2Sを含んだ火山性ガスがプクポコプクと噴き出ている。船の動きに合わせ
てうつろふ雄阿寒・雌阿寒岳、湖北に浮かぶチュウルイ島でマリモの生態観察。 ♪晴れ

れば浮かぶ水の上……などと唄われているが、マリモは浮かびはしない。摩周湖は期待

通 り(?)濃い霧に抱かれて静かに眠つていた。近くの硫黄山にて硫化荒原の植生観察、

ここは 40年前に立ち寄つた記憶がある。先行していた今回の研修担当者が、過去に食
糧用として米国から移入したというウチダザリガニを採取して来て駐車場で被露してく

れた。先の阿寒湖畔でも2mを超える丈のラフン蕗を見せてくれた。道は下るが北上し
右手に斜里岳を望みつつ走る。又々 40年前の網走原生花園を思い出しつつ、眼前に同
じくオホーツクの海が広がる以久科原生花園にて海浜植生の観察。ひたと寄せる浜で小

っちゃなタコノマクラを拾 う。宿りの宇登呂での夜は、 4基の探照灯で両側車窓の間の

中に 2つずつ光る眼を捜す。約 1時間、子ギツネ 1頭、エゾジカ 30頭以上を確認。北
海道ならではの観察会だろう。

★ オ ホ ーーツ ク そ し て 知 床

8月 6日 (火)宇登呂の磯の生物観察後、&20 知床観光船は離岸する。ウミネコが
何十羽と追つて来る。切り立つ岩壁が続き、時に大きなそして小さな洞穴・奇岩が右ヘ

とゆつくり流れる。岩壁にところどころ白色の模様がくつ付いている。ウミウの糞尿で

コロニーが有るということだ。岩尾別川にはサケの孵化場が設けられているという。船

が意識的に岸から遠ざかると半島上部に硫黄山から羅臼岳へと嶺々が雄大に連なり広が

る。硫黄山付近から船は引き返す。谷から落ちる滝水が硫黄分を多く含むので、海との

接点が乳白色を呈している。眼を転じると今日のオホーツクの水平線は、空の青をくつ

きりと分けている。9:50帰 り着いた港の強い日差しの中、モイワシャジンが眩しく揺

れる。知床横断道路の途中、ポンホロ沼にて湿地の植生観察、カイガラミジンコの殻が

魚の鱗のように散らばり、‐20℃以下で樹皮が縦に裂ける凍裂も観察。1661mの羅臼岳
が迫る知床峠、根室海峡の向こうに国後島がうつすらと横たわつている。羅臼ビジター

センター、熊越の滝周辺の植生、そして羅臼マッカウス洞窟にてヒカリゴケの観察。羅

自のお宿 “まるみ"はカニ・イクラ丼で歓待してくれた。
8月 7日 (水)左手に国後島を従え南下する。かえり見すれば知床が遠ざかる。ポー

川史跡自然公園は標津湿原・国指定標津遺跡群 0民俗資料館を見せてくれた。標津サー

モンパーク・サーモン科学館にてサケ類の生態観察、広大な釧路湿原中のコッタロ湿原

・そして温根内湿原にて植生観察。道東の現地研修は終わつた。

小生は 8日 (木)以降札幌から室蘭・函館本線で人雲町に立ち寄り、大学時代の同輩 38

年振 りの小林保勝氏と旧交を温め、函館→青森への片道しか乗つてない青函連絡船の歴

史を、函館の港に係留されている摩周丸に訪ねた。
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だ。それもピンポイントに、この沢、この斜面、というレ
ベルである。いくつ

もの尾根を越え、奥深い森を抜けなければならないのに、彼らは進む
べき方向

をどうやつて知るのだろうか。地図もカーナビも持たないのに.… .

今から3年前の 1997年、シカの季節移動を探る追跡調査がはじまつた。その

ためにシカを捕獲して発信器をつける。北海道東部にはいたるところにシカが

いて、その美しい姿を見ることはたやすい。しかし見るだけでなく、実際に野

生のシカを生け捕 りするとなると大変である。まずは、シカが一カ所に大量に

いる場所探し。エゾシカの王国である北海道東部には、彼らの大規模な越冬地

がいくつか知られている。阿寒湖畔や白糠、厚岸、浜中などに大きな越冬地が

あるという。ぼくたちの研究グループが選んだのは白糠町の庶路川にある越冬

地である。ここは特に巨大な越冬地であり、昔から地元のハンターの間ではよ

く知られていた。次に、捕まえやすい時期も考えなければならない。北海道で

は冬になるとほとんどの草木は葉を落としてしまう。彼らは夏の間に蓄えた脂

肪と、冬でも枯れないササで厳しい冬を乗り切るのだ。雪に開ざされた長い冬

が終わろうとする頃、彼 らの体力も限界に近づく。そして食
べるのに夢中にな

り、人間に対する警戒心も少しだが薄れてくる。そんな時期にお尻の内の厚そ

うな安全な所を麻酔銃で狙い撃ちして眠らせるのだ。そしてシカが麻酔から覚

めたときには、不思議なネックレス (発信器)と イヤリング (番号が記してあ

るタッグ)力 つ`いていることになる。シカには少し可哀想なことだが
・…

越冬地にむれるシカの大群を初めて目の当たりにしたときの感動は、今でも

忘れられない。彼らが数十頭もの大きな群をつくつているときは、常に群のな

かの誰かが何かを頬張つた口をモグモグさせながら、危険がないかどうか首を

上げて辺りを見回す。そこでヒトなどが近づくと、「ピャッ !」 という警戒音を

発して群全体が緊張する。そして一頭が逃げ始めると、それを追つて皆が同じ

方向に塊となつて走つていく。シカの冬毛は明るいグレーを基調としており、

お尻の毛だけ真っ自である。警戒するとそのお尻の毛がフワッと白い大きな花

が咲いたようになる。そのグレーと白が何十頭も走っていく様はまるで海の中

のイワシの大群を連想させる。一頭一頭の体全体の筋肉が活発に踊つているの

が遠目にもはつきりと見える。迫力である。この美しさには、いつもながらウ

ットリと見とれてしまうのである。

そのような大群も春になると、それぞれの夏の生息地を目指して移動してい

き、道東じゅ

たちが、東嵐

ことがわかっ

ると彼らはほ

ちがどこに行

ない。毎日毎

聞き逃さない ,

も走つて 1頭

ピッ、ビッ、

え、最終的に

かえがたい。

かい、と姿は.

1999ど手4′

月の下旬には|

つても越冬地

いのか ?そん

地表の雪はほ

いつものよう

ていた。シカ

20～30瓦頁σ)う

ていく。決し

を探してほつ

ちらに気がつ

び隊列を組ん

ひとつの群が

れは何百頭も

じ方向を向い

れてきたであ
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と
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う
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大
リ
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を
走
る
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野
阪
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ｏ
（ｘ
〓
¨
二
（
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一
）
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一ガ
キ
の
こ
ろ
か
ら
阪
神
フ
マ

た
」２
０
０
１
年
１２
月
、
星
野
薇

一
氏

（５６
）が
監
督
就
任
の
会
見
メ≧
”
っ
た
言

葉
だ
。

「日
産
の
経
営
に
加
わ
る
前
か
ら
、
Ｚ

の
フ
ァ
ン
だ
つ
た
一

こ
ち
ら
は
０２
年
７
月
、
日
産
自
動
車

の
新
型

「
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Ｚ
」
の
発
表

会
に
臨
ん
だ
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
社
長

（４９
）
の
発
言
で
あ
る
。

星
野
監
督
と
ゴ
ー
ン
社
長
。
い
ず
れ

も
カ
リ
ス
マ
性
を
備
え
た

「外
様
」
の

リ
ー
ダ
ー
。
見
た
目
も
少
し
怖
い
。
こ

の
２
人
、
案
外
と
よ
く
似
て
い
る
。

「俺
に
す
べ
て
任
せ
て
お
け
―
」

Ｆ
Ａ
を曇
帝一中し
た
日
ハ
ム
の
片
岡
篤
史

（３３
）、
広
島
の
鐘
な
競
潔
（３５
）の
両
選

手
を
説
得
し
た
と
き
の
星
野
監
督
の
殺

ン
だ
つ
　
　
し
文
句
だ
。

|,|||■

「君
に
す
べ
て
任
せ
る
。
で
も
最
終
的

な
決
定
は
私
が
す
る
一

い
す

ゞ
社
員
だ

っ
た
中
村
史
郎
氏

（５２
）
Ｉ
現
日
産
デ
ザ
イ
ン
本
部
長
＝
を

ス
カ
ウ
ト
し
た
と
き
の
ゴ
ー
ン
社
長
の

セ
リ
フ
だ
。

腕
躊
請
と
Ｚ
功
労
者

今
年
の
阪
神
の
強
さ
は
ど
う
だ
。

５
月
２８
日
現
在
で
２
位
巨
人
と
の
差

は
７

・
５
ゲ
ー
ム
。
セ
　
リ
ー
グ
打
率

１０
傑
に
４
人
が
居
並
び
、
チ
ー
ム
防
御

茎
ても
リ
ー
グ
唯

一
の
３
点
台
だ
。
米
大

リ
ー
グ
の
新
庄
剛
志
選
手
（３‐
）が
戻

っ
て
き
て
も
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
取
れ
る

だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
余
計
な
心
配
を
し

た
く
な
る
ほ
ど
、
各
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
充

な大
Ｌ
手
ヽ
い
，や
。

A ttR A(03年 6月 9日号)
で、佐藤修史さん (87年入学)
の特集記事が鶴裁れています。

阪神タイガースを国産の復活

になぞらえて、日本経済と組織

諭まで言及した文章 1ま、とても

面白く譲ませてもらしヽました。

その後、彼 :ま TVにも出演する
ほどの売れっ子記者になって

しヽます。

Asahi Shimbun lA/eekly AERA 2003 6 9 8
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◇ 会 員 近 況 報 告

昨年の総会 (2002年 11月 9日 )の出欠ハガキで寄せられた会員の皆さんの近況です。
(順不同)

河合武臣さん

。自由生活者となつて 2年 目です。卓球サークルに入り練習、試合とがんばっています。

8月 4日 ～8月 10日 に初めてアメリカ国立公園に行き、地層、化石を見てきました。

自然のスケールが大きく、地球の歴史とダイナミックな動きを感じました。また、全

てカジノの町 (大ホテル街)の ラスベガスに宿泊し、エネルギーの巨大消費に驚か

されました。

宮崎捷二さん

。教員も週休 2日 になったので、総会には出やすくなったが、 11月 9日 は最初の教え
子達が (小生の)「還暦の集い」ということで、横浜には出掛けられません。

今夏は探査会で
162年にやつた「大雪学術調査」以来40年ぶりで札幌を訪れまし

た。 日本生物教育会の全国大会で、道東方面の研修で羅日まで足をのばしました。次
は調査地の扇ガ原に足をふみ入れたいと思っています。

高松康夫さん

。ここ2～ 3年、丹沢より高い山行がありません。今年は甲斐駒を黒戸尾根から登る予

定でしたが、日程その他で断念。

海外では西チベット (カイラス山を中心に)をターゲットにしているのですが、い

つ実現するか。定年 (2003年 3月 )後、もし2～ 3週間日程がとれれば実現し
たいと思つています。

探探会については、少なくとも会員の情況の交流の場としてのゆるやかな組織とし

てもいいのではないかと思います。

水尾寛己さん

。今年は8月 に木曽駒ヶ岳と富士山に登りました。 2年前に富士山山頂を目指したので

すが、 8合目で高山病となり、今年は木曽駒ヶ岳で高度順化をし、翌週富士山頂、お

鉢めぐり、ご来光、と全て達成しました。

※探検探査の会、どうなったのかと心配していました。

小森享二さん

。今年の3月 末で勤続 30年になりました。定年まで余すところあと7年です。そろそ

ろ将来のことも真会1に考えなければと思っています。まだ具体的な計画はありません

が、将来に備えて、①経済的基盤 ②健康の維持継続 ③人間関係の充実 ④自己の
能力向上 を意識して生活していこうと思つています。
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佐藤修史さん

・9月 中旬に長髪を丸刈りにしました。

2週に 1度は釣りに出かけ、国上の荒廃ぶりに絶望的な思いになっています。

鈴木広視さん

。最近は海 (ボデイーボー ド)を楽しみとしております。

児玉亮さん

。総会は仕事で行けません。いつもすみません。

昨年 (2001年 )11月 に第 2子が生まれました。家族も増え公舎も手狭になつ

てきたため、なんと思い切つて木更津に家を建ててしまいました !! 来年 (20
03年)3月 に完成予定です。お近くにお越しの際には是非どうぞ。ただ、よいこ

とばかりではありません。この 7月 には大腸腹膜炎をわずらい手術と入院とlヶ月

間の体職。いや―さすがに年を感 じます。

小森啓志さん

。今年の奄美大島は元ちとせブームでしたが、もしかして市大も平井堅ブームだったり

するのですか ?

2年 目になると、現在のスバラシイ環境も少しずつあた りまえになつてきますが、

海の色はいつみてもハッとします。そんな海をシーカヤックで行くと、だれもいな

いビーチや無人島があるのだ !

荻野諭さん

・大変ご無沙汰しております。出席できず申し訳ございません。

私は、 4月 に長野の山奥から福岡に転勤して、半年が経ち、やっとこちらの言葉に

も少し慣れて来たところです。

九州に来て、日が長いというのが一番の感想で、夏とかはよく時間を間違えていま

した。屋久島や韓国に、こつちに来て行ったので、これからは対馬や五島列島など

に行けたらいいなと思つています。

佐々木仁さん

。新宿の都庁合に来て 5年目にして初めて繁忙職場を外れたので、今年は久しぶ りに山

行を再開しました。 8月 は平ヶ岳、 9月 は北アルプス (蝶ヶ岳～常念岳 )、 10月 は

南アルプス (北岳～間ノ岳～農鳥岳)、 11月 は奥秩父 (瑞賠山、金峰山)。 久々の

山はイ可とも言えず感慨深くとても良かつたのですが、どれも単独行だつたのが少し寂

しくもありました。皆さん、一緒に行きましょう。場所はどこでも。
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～現役探検部ツパル遠征計画の紹介～

PACiFi0 0CEAN TUVALU

九つの島からなるツパル Tuvaluの首都フナフチ Fun断面 は南緯 08度、東経 178度に位置

する。日本からのアクセス方法はフィジー経由が一般的で、成田～フィジーが直行便で約 8時間、

フィジー～ツパルが約 2時間 30分 (30人乗リプロペラ機)で結ばれている。

基本データ (2001年 )

首都 F-1(フ ナフチ環礁フォンガファレ島)
面積 25.9km2

行政 議会制民主主義を持つ立憲君主制度

人口 10991人

通貨 オーストラリアドル AS

言情 英語/ツパル掘

泰教 プロテスタント・ツパル教会 85%

人種 ポリネシア系 91%

産業 輸出産業は皆無。主な収入源は、他国の協力で設立した「ツパル信託基金」の運用益.外

貨獲得手段として海外に出稼ぎに出ている人からの仕送りやs切手販売がある。自給自足

が生活の基盤となつている。

壁

1568年 スペイン人メンダナ、エリス諸島のヌイNui島発見

1892年 ギルバート・エリス諸島として英国の保護領となる

1915年 ギルバート・エリス諸島として英国の植民地となる

1978年 10月 1日 独立

2000年 9月 国連加盟

※ギルバート諸島はツパル(エリス諸島)の北にあり、現在はキリバス共和国の一部となつている

【ツパルにヨ曰

昨年(200年 1ヨ

いうことをどこオ嗜だ

アプローチをかl.こ

りました。

ツパルは小創レ理

を多く抱える一方で、

らかに暮らしてい言

にはあまりにもつも

強くなりました,そo

l.ツパ脚 取 七1

2.■べてきたこ辺

という大きな2ヨ噸目

ステイをし、人々の1

を目査します (項目i

バルの日常を新贅式

の新しい認識を持■・

的としています.ヨ顕

る人々が守つてきな

的にツパルとい理

つてツパルの人々0
知識人だけ残 ので

自分達の興味を言 i

環境目題に万 ロー

という今回のツパJ曜

待聴 鳩 、計画J

懸丁
~
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【幌睾報告】 ～今年の
=、
鶏 にツ′

'レ

を見てきました～

目的その1.社会・文化圏査を行う場合の必要事項調査

・フィジー共和国内での移動方法 /宿泊地 /物価 /食糧事情

・計画があることをツ′ヽ レの人に知ってもらう。

・ホームステイを受け入れてくれる方を採す。

・計画推進の前提となる項目の調査 (物価 /医療機関の場所と程度 /通信手段の確勤 .

目的その2.来年参加する各隊員の興味あるところを調べてくる

・ゴミ問題や塩書など、ツパルで深刻になつている環境問題について

・教育制度について /民族楽器について /切手の価値について

目的その3.ツパル計画の発喘である
"ヤ
ックによる海峡横断構想の実現可能性の検証

・自然条件 /日本～ツパル間のカヤック輸送方法 /海洋危険生物 /伴走船について

成果とポイント

1.ツパル外務省秘書官・パーニ=ラウペパ Paan:LuDepa氏と協力体制を作れたこと

ホームステイ先の紹介をはじめこれからの計画推進に全面的に協力してくだきる。外務省秘

書官としてではなく、日中に人脈を持つ―個人としての協力であると思われる。

2.離島の教会の司祭と協力的な関係が作れたこと

上陸しようとしている島に親類も知人もいないひとは、上陸する際にその島の教会の司祭に

挨拶するのが償習となつている。今回の視察ではヌイ島とヌクフェタウ島でそれぞれの司祭

に迎えていただいた上に、来年の計画へ向けて協力的な関係を集くことができた。

3.物価 /医療機関 /食糧事情 /通信手段 の各項目について詳しい事情が知れたこと

4。 その他、鵬査項目に加え、多くの映像資料を得られたこと

【行動概要と会

富a費

【主要項目】

或田～ナンデイ住:

スバ～フナフチ住1

ツパル種島門の定

フナフチ環確内見:

その也、ノ`ス、タイ

食費

富泊費

スプ`一ダブノン・注

ナンデノーツイン
=

フナフチーダブル・

通信費

インターネット 1
その色

二/ノイジf■ 菫

含針

※2α聰

■■■■|■■■|■■■■
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【本狩画で調査するテーマ】

職 直

今回の調査の大きな柱となる各隊員共通のテーマである。温暖化による海面上昇問題
のみな

らず、ゴミ処理や汚水処理にまつわる問題、人口増加など、ツトとの接触が頻繁になる
につれても

たらされた新たな問題がいま、ツパルで1ま深刻になつている。ネコの額ほどの狭い土地、限られ
た

自然の浄化システムの中で増加を続ける人壽と外国から入つて

くる石油製品のおか:ザで、フナフチ:ままさにいま「限界」を選えよ

うとしている。来夏の調査で,ま、フナフチまた:ま離島に起きてい

る「限界」の現状やそれに関する住民の意識がどのようなもの

であるかを議べるのとともに、先進甕に暮らす者としてわれわれ

はどのように調わつていくのがよいのかを考えていきたい。

無議錘議

ツパルの島々に富くから伝わる伝統医療
`こ

ついて調べてみる。

離島には、どんな病気でも治せてしまう伝統医が存在するという。

ちょつとした風邪から鸞折まで治してしまうこの者の存在に着目

し、調査する。伝統医療技術を聞き出し、それを外国の製薬会

社に漏えいして報酬を得る人間もたまたいることを受け、伝統医

が警戒心を持つてしヽることもあるというので、外部の人間である

われわれが調査して得た情報を悪用しないと信じてもらうことが重要だろう。

整

環境問題に関する教育を中心に、教育制度全般について調

べる。バイツプ島にはツパル唯一の公立中学・高校があり,ツ

パル全土から思春期の男女が一堂に集まつて察生活を営んで

いる。生徒と一緒に寮生活を送りながら学校教育の現状を調査

するのと共に、環境問題に関する教育が著者達にどの程度影

響を与えているのかといつた環境問題に対する意識調査をはじ

め、ツパルとし`う独特の空閥で生きる若者達の様子を描いていきたい。

鷺議櫂露～轟構と舞纂～

ポリネシアにおし`てカツオ漁や外洋での漁:ま、男性の通過犠祉 しての役割や権力者
による社

会統制の様子が強く反映される場面であり、カヌーの操船【ま男性としての誇りを示
しているとし`う

ことから、漁携とし`う行為全体に1ま強 機の確保』以上の社会的な意味があると
いえる。ポリネシ

ア全般にいえることがツパルでもいえるのか。また特異性があるとすれ

ばなぜその特異性が生まれたのか。環境問題に関する人々の意識が

生まれる前提となつた社会基盤を描くためには漁携を語らないわけには

しヽかず、また、脈々と受け継がれてきた伝統文化を記録として残すとい

う資料的価値に追りたいということもあり、来夏は離島の漁師の家にお

世話になりながら実際の漁に参加させてもらえたらと思う。そして、海の

幸・由(?)の幸が一堂に会する食車の様子も描きたい。
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2002年 10月

探検探査の会ア ンケー ト

探検探査の会も創立 11年 を迎え、設立時と状況も変化し、会自体のあり方も転換期を迎えて

いると思われます。具体的には、設立時に比べ現役探検部員 との接点が減 り、探探会設立当初に

活動目的の柱の一つであつた現役への支援が実質的には行われなくなつてきたこと、探探会自体

の問題 としては、会員の反応が少ない (総会への出席者が少ない、会費の滞納者が多い、会務を

行 う事務方が何年も変わつていない等の)こ となどがあげられます。

そこで、今後の会の運営の参考とするため、また、会員の皆さんに探探会のことを少 しでも考

えていただく機会とするため、このたびアンケー トを実施することとしました。趣旨を理解され、

一人でも多くの方にご回答いただけますようお願い申し上げます。なお、返信用封筒は同封しま

せんので、郵送、電子メール、FAXの いずれかの方法で、下記送付先までお送 りください。
アンケー トの結果は、 11月 9日 の総会時に集計して公表 したいと思います。また、次号 「探

検・探査」にも掲載の予定です。

総会に間に合わせる都合上、できるだけ 10月 31日

アンケー ト送付先 (FAXの 場合は、 2つ に切つてA4

(郵送の場合)〒 157-0065 東京都世田谷区上祖師谷 5-22-2-201 佐々木仁宛て

(電子メールの場合 )j‐sascヵ s4.so‐ net.nejp(佐 々木仁宛て )

(FAXの 場合)045-332-3533(高 松康夫宛て)…・番号はお間違えのないよう。

1.氏名

(公表時の匿名希望の有無 :

入学年度

学部

2.会 費について
1)会 費を滞納 している人は、
。お金がない

匿名希望有 その必要はな し )

会費滞納の理由をお答えください。 (複数回答可 )

。自分の会費の納入状況がわか らない

。会員になつたつ もりがない

。その他 (具体的に):

2)会 費を滞納 している会員の扱いについて、どのように考えますか。
・長期滞納者については、示 しがつかないので退会扱いにすべきだ

(何年 くらいの滞納で ?
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○発送数 74
0回答数 20(郵 送 9、  FAX7、
○回答率 27%

.氏名
① (公表時の匿名希望の有無)

匿名希望有…・2

② 入学年度 (回答者 )
・   ～ 65年
口'66年 ～ '70年
・ '75年 ～ '80年
・ '81年 ～ '85年

eメ ール 4)

その必要 はな し―・ 16

探検探査の会アンケー ト回答集計報告

2002年 10月 実施

(集計・報告 佐々木仁 )

無記入…・2

4名
5名
2名

5名
1名
1名

2名

口'86年 ～'90年 :

・ '91年 ～'95年 :

・ '95年 ～    :

2. 会費について

1)会 費を滞納 している人は、会費滞納の理由をお答えください。 (複数回答可 )

・お金がない…・ 1

・払込先がわか らない…・0

。自分の会費の納入状況がわからない…・3

cuュ5,夕 ,ず、っいつい払うのを忘れてしまう¬6_｀
。会員になったつもりがない…・0

・活動内容か ら見て払 う気になれない…・0

◇その他、意見 :

。会費は請求されたときは払う気はあるのですが、す ぐに払わないと払うのを忘れて

しまいます。請求が来るのが年末に近いと、忘年会などで物入りなので、払わねば、

と思いつつ日時が過ぎていつてしまいます。

2)会 費を滞納 している会員の扱いについて、どのように考えますか。

① 長期滞納者については、退会扱いにすべき。…・8

(何年 くらいの滞納で ?)  3年 …・1
5年・… 6
10年 一・ 1

② 会費の滞納を理由に退会にすべきではない。・…8
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3)会費について意見がありましたら自由に書いてください。

◇寄せられた意見

・ 5年払い、 10年払いなど、一括払いを勧める。

・進交会 (市大の卒業生同窓会)がやつ

[呂 1曇義菫碁早せ:喬 F懸曇豊看警
1人費用を最低 840円 として、永続
になる。不足したらカンパなどの形で1

・会計の係として、面倒かもしれないが、会計報告や、その年の会費納
入率などを

明らかにすること.(こ ちらが意識していないだけで、毎年やつていたら
ゴメン

なさい)

・難しい問題です。会の再建において何らかの対応を決めねばなりま
せん。

・私は2度払いをしている時期がありました。(5～ 6年前?)会計担当者とぃう

より、会全体の活動が停滞 (混乱)していた時なので仕方がないですね。

・会報の回数を増やすなど、会員の特典を増やさないと、滞納者
は相次 ぐのではな

い か 。

・年会費 3000円 は社会人にとつては高いとは思わないが、現在の活動内容か ら

すればもっと安 くなると思 う。ただ し、会費を下げても払わな
い人は払わないと

思うので、会計担当としては額は据え置きでも仕方ないとも思う
・・・。

磐》・
i;言言:i童[』[∫IIIIIよ∫frff「f員竜:象Iす

2'電慮阜;
・基本的に会費はOB会 としての組織活動 (事務、管理)費にあて、現役や会とし

ての遠征等への経済的援助は、その都度カンパ等を行うのがよいのではな
いかと

思います。

・社会人であれば年 3000円 の会費はそれほど負担でないと思います。滞納する

理由がよく分か りませんので今回のアンケー ト結果を見てみたいと思
います。

.会員継続の意思の有無
あなたが今後 も探探会の会員を続けてい くか どうかについて、率直な意見

をお聞かせ く

ださい。

。今後 も探探会の会員を続けていく意思がある。  …・15

・探探会があるのなら、入つていてもかまわない。 …・ 2

・活動が今のままでは入つていてもあま り魅力を感 じない
ので、退会 したい。・… 2
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・探探会は探査会と探検部のOBの近況など情報交換の場として私は必要だと考え
ています。また、現趣が遠征などを企画したときには、それを後援する組織とし

て
ル黒琴
、盤役割がある、と風います。

・探探会は,会員の世代が異なつても、かつて市大探検部に在籍 し、学生時代に探
検・冒険活動に関心を寄せたという点で共通のパックボーンを持つ者の集まりで

あり、今は活動から離れてしまつている人が多くても、会員相互で親睦を図るこ

とは意味があると思う。

・現役とOBを web(イ ンターネット上のホームページ)でつな ぐ。インターネ
ットを活用し、OBは現役に対し活動費の助成等を行い、現役は活動計画や活動
後の報告を義務づける、などを考える。

・事務方の負担と経費を少なくするための工夫は必要と思います。このようなアン

ケー トや、総会の出欠などは極力電子メール等を利用することでt負担は少なく
ならないのでしょうか。

・探探会に参加 し続ける人は、事実上その会が具体的な活動がなくても、心のどこ

かで「探検」というものに関わ りを持ち続けたいと思つているのかな。

5.探探会の活動について、どんなことでも良いので、何かアイデイア、意見がありまし
たら自由に書いてください。

◇寄せ られた意見等

・総会等は毎年同じ日時 (大学祭の時など)に しておいた方が良い。

・ oBの 多くが退職、転職の時期に入うているので、その特集を会報でやつてみたら?
・ホームページを立ち上げ、1掲示板を再開する。

。とりあえずはできることから変えていつた方が良い。探探会でホームページを作成

して OB間の交流、連絡に利用するとともに、現役のページを設けて現役の活動を
知 らせてもらう。そして、現役との交流や、できれば現役の援助を行 う。

・インターネッ トで探探会のホームページをつくり、掲示板などで情報交換が出来た

らいいなと思います。

。これまでの活動を少 しずつでもよいのでデータベース化し、現役でもOBで も知 り
たいと思つたときにそのデータを開覧することができるようになれば、そこから現

役とOB、 またはOB同士で、技術や情報の提供という場が生まれやす くなるので
はないかと思います。ただ、これをやるには、たいへんな作業が必要になりますが

・やはりwebサ ィ トを作らんといかんですね。会報は面白いですが リアルタイムで
誰かが何かやっている情報があれば触発もされるでしょう。以前の混乱をふまえて

会員のみにパスワー ドを通知するとか、三浦研前羅針盤 (探検部OBの ホームペー
ジ)編集長兼管理人と話 して制作に協力したくおもいます。がんばりましょう。
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a)収     _  入

(2001年 4月 1日 ～2002年 3月 31日 )

(単位 :円 )

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― -    78,000

-― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
一 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― -        70

a)収

の

金

利

そ

◆

◆

◆

◆

◆

会 費 収 入

利         息

◆ Jヽ

b)支      出

言十  一――――――――――――――――――――――――――――――――
――――――――――――――― 78,070

◇ 40周 年文ヨ

代

具

費

費

他

本

送

　

議

製

の

報

郵

文

会

会

そ

◆

◆

◆

◆

◆

25,480

3,594

3,425

117,429

b)支

◆ 郵

◆ 文

◆ 会

◆ 会  報
◆ ホームペー

◆ そ

小   計

◇ 40周年文集への繰り出し

152,799

支  出  計 152,799

c)単 年 度 収 支 ▲ 74,729

(:a-b)

d)前 年 度 繰 越 金 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― -   250,598

e)収 支
175,869

(=c+d) (翌年度へ繰り越し)

計

◇ 40周 年 天

支

c)単

d)前 年 ヨ

e)収

2001年度は、支出については会報「探
榔 が百厖肇ゴ薪垢箭漏ふ筵Lびこれまで印昴1製本を依頼していた会社

なつた。

なお、日村康―氏が作成した一連の印刷物 (「探検
ヨ探査」の枝番号分、「羅針

盤RadicalJ等 )は、探探会とは一切無関係であり、この会報製本費の中には

入つていない。
々
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付 (1名 )

収  入

40周年記念文」

40周年記念文集 (EXPED]躙ON Ⅳ)会計収支に
ついて(H13年度)

入 (口・・平成13年度分)

fifr+Eh!.ba#LJpL 20,655

5,000

148
0の  他

(単位 :円 )

担

　

一■

，

豊

代

―
具

‐

総

文

文

文

つ

◆

◆

◆

収

一剛
寄

そ

探
百

ａ

◇

◆

◆

◆

経

印

代 ・

発

費 (経費としては、平成12年度に出費があ
つた)

探会口理 り繰り入社

300,000・・・()

210

2)収

◇ 前年度以事 r

◆ 寄   付
◆ そ  の  ■
◆ 探 探 会 =二 =

△

3)支  出  |

◆ 佐 々木二て電
△

4)収

◇③―Ci"、―

・40周年文集 二編
替えた。(C
・そのうち、C3コ
等から田村さえ̂
照)c

・なお、日村董-1
木仁が個人三二二

・14年度開七 E嘔
分)に探探会会豪

・なお、最終
=こ
:

計

出 (“・平成13年度に支出した分)3)支

◆ 田

◆ 送
△

村 さ ん へ の 支 払 い (第2回 )
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▲ 274.407
◇ ②一④(収入一支出=残額) 300,210・・・()

→ 童意志予

・40周年文集に係る経費は、当初(H12年度印刷時)、 そ
の全額を田村康一さんが一時立

替えた。(①)

珊 肝轟 蹴 轟 曇轟懲響 濯轟塞識

粛島颯賛儒E聾鱗精脳 鵠憫 燃
Q∞°ロコいでよ佐々

当 佐

…



ン

(③)°平ηヨ=踵ヨロ琴当日露
｀
ギ!2ヽlC=F夢争r¥aT=“澤沸響平ヽ■■

(②)°■畔Y角響角fヨロ尋講諄
｀
9■7畔早喜■、γマ■9ユ軍睾Y節草半¥認諄ユl(影

Y尋ユ軍コ辛ン聯)`首撃辛0憂畔0輩軍寺目0シ
｀
2、η鐸
=時嚇却馴0識里軍毒ツL・

翻多軍■擢平章¥寺目0シ軍寺8L)°■η撃薫lν早韓日27曇2軍ユl印Y目ゞ■Ψ
ン珊
｀
準!ユηヽC■:日000・008角筆0`尋

=ヽ
1卦■1琴霞琴灘轟Oγ早―事‖日｀

聟専・
°
(当

争<書6豪轟・謝訴酵尋>早酵軍節担琴章軍寺目0'軍寺ZL輝璽νγ早世日彎ヾ曇
Y節華琴0¥轟ど科畢0ヽ章軍

｀
ユ1ヽ聟ユ:軍寺ZL｀準lユlヽC=:日990`89｀算G02・

(①)°77尋
軍割一、γry早_事緯日畢妻00を｀(判階Eu軍寺ZLH)鮮票｀準l軍器9当

=1奪軍寺目0'"

③…869・9Z(肇筆=需軍一Y昴)⑦―③◇

昴(タ

ロ
V

ン聯
｀
準12ヽ3́■■|

争<告6専壬・ユニ
Y獅墓琴0尋訴影

‐
‐

軍細一、γγニー蔓=

80?EI
③…3 oL7~111

10中7_I

⑫―'Ol乙]工

Olこ

③―・∝":]I

⑦-3803二I

∞こE

Sg::こ

しtt,=
CCア
=

0]_こ
=

@...otz'ooc

③…808・9乙8

章撃0影Y轟ユ軍率ン聯◆

(車事)用軍(ε

０

計

⑦"・000101Z
0
000100

808`9Z

嘗Y“彗白f軍口子訴灘
Y ■ 叫 Cp を

(ラL)(軍寺ヤL)料  彙
η騨白群0■γヽ撃てヨ寺撃

◆

◆

◆

◇

“

(日:軒黄)

∈ヨ寺シLH)2、lCコl挙秘卜に尋II NOLLICヨdXヨ)毒軍写麗寺目0シ

擢
一暑

墓

聯

ロ
マ

毒 軍◆
絣首軍◆

華 軍◆

器(L (■C聟、γ豪甲
=|コ寺ZL箪士

｀
準lユ■7豪器)墓

(日:J吉:

′
==__^ ―_―L

01乙`008

軍

担

口
〉 擢

①…

99乙・9

091`088

器

Y



会 費 納 入 の お 願 い

会 員 各 位

2003年 3月 31日 現在での会費の納入状況は、 「会費納入状況」の
ベー

ジに記載の とお りです。未納金 のある方は、無理
のない範囲でかまいませんの

で、 口座振込にて納入 くだ さいます ようお願
い致 します。

☆ 口座への振 り込み

●銀 行   三井住友銀行 金沢八景支店 (普通預金 )
店番号 :567  口座番号 :5409998
口座名 :横浜市立大学探検探査の会

●郵便局 記号 :10090
口座 名 :探 々会

番 号 :18675911

※銀行 日座 は、銀行 名が変更 にな りま したので ご注意 く
だ さい。

会 費 は 1年 分 が 3,000円 となつてお ります c

納入状況については間違いのないよう万全 を期 した
つ もりですが、疑問や ご

不明の点が ございま した ら、会計担当の佐々木 (仁 )ま でお問
い合わせ ください。

なお、会計担当の佐々木仁が近 日引つ越 しの予定のため、混乱
を避 けるため

ば らくの間停止 させて頂きます。お手数 をおかけに、現金書留による送金は しば らくの間仔上 させ K唄 さまつ o

しますが、 口座振込で送金頂 きます よう、 よろしくお願
い します c
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川尻哲夫(70年商学部入学)
●総会案内にも記しましたように、OB会の運営は極めて難しい状況にあります。
当面は、私が事務局を担いますが、期限には限界があります。
前々会の日村君、前回の佐々木君、そして今回の私と同じことを次回の役員が担うことは

その方に過剰な負担を与えることが予想され、担い手がいなくなります。
●今、事務局運営の負担を軽くしつつ、OB会と探検部の両方の活性化を図ることが求められています。
しかも総論でなく、具体案が必要です。 以下は、私の具体案を箇条書きにしました。
来年の春までにこれをタタキ台にして、皆さんの意見を集めつつ、より方法で活性化を図りましょう !

るOBはいるのか?)
(2)会費の長期滞納者が未だにいる(⇒負担の不公平の早期解決 !)
(3)仮に名簿上の会員が増えても、事務量が増えるのみ (⇒収支は赤字になる)
(4)会員の階層にスキマが出て来た(⇒年代のつながりが途切れて来た)
(5)会報の原稿が集まりにくい(⇒内容のマンネリ化 ?)
(6)総会参加者が減少傾向 (⇒参加メンバーの顔ぶれが固定している)
(7)OB会としての活動が停滞している(⇒会報発行自体が活動になつた?)
(8)個人的な行動に走つた役員がいて、運営の混乱を招いた (本人の問題だけではなく、会にも原因がある)
(9)現役との交流が減つた(⇒活動支援が出来にくく、現役は卒業するとOB会に入るのか ?)
(10)長期的なビジョンが描けない (⇒何を目的に活動するのかをふりかえる時期に来た?)

(3)現役の活動支援ができず、関係が薄れて、現役は事業してもOB会に入会しなくなる。
(4)OB会の活動がいつそう停滞して、解散に追い込まれる。
(5)現役の活動も停滞する(解散するかどうかは分からないが・・・)。

、ヽ会員継続の最終的な意思確認を行う。
・昨年末に行つた電話での督促を再度行う(計30万円が戻つて、個人的な立替分を返せた)
(2)上記以外の滞納者には、文書で督促する。
・併せて、会員名簿の整備を行う(連絡先不明者がかなりいる)
(3)滞納者の問題がある程度解決できた段階で、05年を目処に会費の引下げを行う
"年会費3,000円を1,500円程度までに下げられると予想する
(会の活動目的に関係するが、運営方法を改善することで可能とみる)

(4)OB会の事務局を探検部に置き、探検部とOB会は一体である組織体を再度作る。
・OB会発足当初は、現役が事務局的な役割を担つていたが、数年前から田村君が担うことで、
現役との交流が薄れた(そして、田村君の負担も増大した)。
・発送作業(会報、通信文が年2,3回ある)を現役と共同で担う仕組みを作ることで、役員
個人の負担を軽減する。

(5)両者の強みと弱みを補完しながら、両者の活動を活性化させる仕組みを作る。
・OB会費の一部を探検部に振り向けて、活動資金に充当させる。
・現役にOB会担当者を配置して、OBとのコミュニケーションを強める。
(6)OB会の組織を見直す。
・役員の役割を明確にする(組織と負担の平準化)
・役員の年代層に偏りをなくす。
(7)経費の節減を行う。
日会報の印刷費の肖1減 (安い印刷会社を選ぶ)・通信費の削減 (発送頻度を減らす)
・会場費の節減 (会議場は市大を借りる)
(8)ホームページを活用して、情報交流を活発化させる。
・試行しているホームページを公式ページにして、紙の情報から移行する。
(9)当面の活動自体の見直し
・来年のツパル隊等の支援活動を行う(カンパ、報道)
"会報編集内容の見直し(会の活性化特集を組む)
(10)長期ビジョンを策定する
・但し、(1)～ (9)を軌道rに乗せてから着手する    _

」ヽ
′          ｀

2003年 10月 26日

(2)収支が赤字になり、経費を立替する役員が出る(昨年までの状況が再発する)



く編集後記>

■総会案内が逮達で届き、封簡をあけるとまた封簡が入つていることで■いた方がいたでしょう。
これは、決して通信費を無駄に使つたわけでなく、郵便局のミスが原因なのです。

投菌は仕事のついでに、蒲日のポストに入れましたが、鎌田郵便局員が差出人と宛名人を間違えた

ため。9割近くの75通が私の自宅に戻つて来たのです。
前夜は女房と徹夜で名簿作りと発送事務をしたにも拘らず、戻つたときは、女房は驚きと落胆で果

然としたとのことです。

しかし、直ちに地元の羽村郵便局に連絡を取つて、「速達で再度、送るようにJと指示をして、な
んとか皆さんのところに届いたことでしょう。

無論、速違料、外の封簡、宛名書きは郵便局側の負担です。

■今号は、体裁を整えることに時間を振り向けられませんでしたが、問題提起はしつかりしました。

特に、佐々木君が担当したアンケート集計と会費未納資料は、作成に時間がかかつたようです。

さて、これから、OB会をどうするか、会費未納者をどうするか、探検都との連携をどうするか、
などの問題を解決していかねばなりません。

私の改善案をもとに、半年かけて皆さんで議論していきたいと思います。

いずれにせよ、後ろ向きでなく、OB会も探検都も共に良い方向に進むような前向きの意見をお寄
せ下さい。
■小森啓志君の尽力でホームページが4月から運営されています。

ホームページアドレス  ww/infinity.ne.jp/～ tantan

メールアドレス     tantanOinfinity.ne.jp
これから、このホームページが0日会の運営でかなり比重が増えて来ます。
でも、パソコンを使わない (メールアドレスを知らせない?)会員も半数以上いるので、やはり紙
による伝達は続けなければならないのです。

そこに、直面する問題があることを皆さんお考え下さい。               (川 尻)

横浜市立大学 探検・探査の会 (探検部 OB会 )
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